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アブストラクト

既約表現が２度以上現れない表現を『重複度１表現』という。

古典的な展開定理、例えば、Taylor級数展開、Fourier変換、球関数によ
る展開、Gelfand-Tzetlin基底による展開などには、普通は意識されていない
かもしれないがその背後に『表現の重複度１定理』がある。そして、『重複度

１』という性質によって、これらの展開は自然 (canonical)で揺ぎない分解と
なり、その有用性の礎になっているのである。

それでは、『重複度１』の表現はどのようにして発見することができるのだ

ろうか？

この講演では、複素多様体上に『可視的な作用』という概念を導入して表

現の『重複度１定理』が系統的に得られることを紹介する。

『可視的な作用』を用いることによって、有限次元の場合だけでなく、連続

スペクトラムが現れるような無限次元表現に対しても多くの重複度１定理を

発見し、また従来の種々の結果を統合する新しい視点を与えることができる。

また、『可視的な作用』をもつ空間上の解析は、群軌道の余次元が高い（従っ

て軌道の個数は無限個ある）場合の大域解析に対する試みでもある。

この講演ではできるだけ多くの具体例を用いて、上記の理論を紹介する。
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